
第5回 「地方都市の魅力向上－立地適正化計画」講習会 開催報告
日時：令和４年7月4日（月）１６：００～１８：３０
場所：Zoomミーティング
講師：外尾一則（佐賀大学名誉教授，北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者）
参加者：唐津市都市計画課３名，松野尾仁美（九州産業大学・准教授），永家忠司（大分高専・准教
授），猪八重拓郎（佐賀大学・准教授）

＜報告＞

第５回講習会においては，まずヨーロッパにおけるコンパクトシティ
の概念について，空間的形態，空間特性，機能の３つの側面から解説が
なされました．さらに，我が国におけるコンパクトシティの概念に関す
る記述とその変遷について解説がなされました．また，都市構造やコン
パクトシティの指標化についての紹介がなされ，さらに世代間の重みの
相違による都市機能の集約先の再考や郊外市街地からの計画的縮退とい
う方法論の再考の必要性についてお話がありました．

文責：猪八重拓郎（佐賀大学理工学部，E-mail: d3236@cc.saga-u.ac.jp）



（第５回）
コンパクトシティと計画的縮退の合理性

１．コンパクトシティの捉え方は共有されているか

２．ヨーロッパにおけるコンパクトシティの概念

３．コンパクトシティの概念

４．コンパクトシティ政策への転換のポイントはいつか？

５．立地適正化計画導入への道筋

• 都市の将来ビジョン「エコ・コンパクトシティ」

• 方向性を示す、実践的概念としての「エコ・コンパクトシティ」

６．コンパクトシティの位置付けー国土のグランドデザイン

• コンパクト＋ネットワークの位置付け

７．コンパクトシティの概念、特性

８．コンパクトシティ化による効果



９．人口密度を基軸とする効果の捉え方
• コンパクトシティの密度指標の精緻化・高度化

１０．都市構造・コンパクトシティの指標化
• 評価指標の見える化の意図

１１．最適化モデルによる都市構造の長期的再編政策・コンパクトシティの有効性
の検討

１２．スマートシュリンク（縮退）

１３．市街地における維持・再編等の地区マネジメント方策に関する研究（国総研）

■資料作成者、連絡先

• 外尾一則；佐賀大学名誉教授、北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者

• メールアドレス; kazu1948nori@gmail.com



（出典）白川慧一，「市区町村別 DID 人口・面積・人口密度の推移にみる市街地の拡散と低密度化」，
一般社団法人土地総合研究所リサーチ・メモ，2017 年 10 月

 市街地（人口集中地区）は50年間に大幅に拡大拡散（約2倍）し、そこに集住する
人口（DID人口）も増加（1.6倍）したが、市街地の人口密度は著しく低下したこと
から、コンパクトシティを目標に掲げる根拠の一つとなっている。

 都市機能を担う民間等の立地施設の性格はそれらのサービス圏域の規模の大きさと
関係するため、施設へのアクセシビリティとともに市街地の密度も重要な要素にな
ると考えられている。

 コンパクトシティ政策では市民の市街地への集住率（下図の都市化率と同意義）の
上昇を期待しており、その意義及びメリットの一つとして都市経営の効率化があげ
られるが、コンパクトシティの構想計画においては「人口集中のコスト」などのデ
メリットの視点にも配慮した総合的なアプローチが求められる。

（出典）土屋宰貴，「わが国の「都市化率」に関する事実整理と考察 ─ 地域経済の視点から ─」，日本銀
行ワーキングペーパーシリーズNo.09-J-4 2009 年 7 月（出典） 「基礎自治体による行政基盤の構築に関する研究会 ＜第３回＞」，平

成30年9月，総務省自治行政局市町村課 作成；永家（大分高専准教授）

（参考）コンパクトシティ政策の根拠および配慮すべき視点
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